
 
夏休みに横浜市内で行われるエイズボランティアとイベント情報を紹介

します！初めての人も気軽に参加できます★ 

横 浜 Ａ Ｉ Ｄ Ｓ 市 民 活 動 セ ン タ ー  （ Yokoha ma  A ID S  Ac t i on  &  I n f o r ma t i on  Ce nte r ）ニュースレタ ー  5 5 0 0 部発行      ２ ０ １ １ 年 7 月 １ 0 日   第１２ 5 号  

★夏休みのエイズボランティア・イベント特集★ 

発    行：横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

       （運営 財団法人 横浜YMCA） 

〒231-0015 横浜市中区尾上町3丁目39番地 

尾上町ビル9F 

TEL：045-650-5421／FAX：045-650-5422 

Ｅ-ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｙａａｉｃ．ｇｒ．ｊｐ 

平日：13：00～20：00／土・日・祝：10：00～17：00 

休館日：火曜 

監  修：横浜市健康福祉局 

URL   http://www.yaaic.gr.jp/ 

 

オープニング企画：  

ＨＩＶ/ＡＩＤSでつながり震災支援 

いのち・ＡＩＤＳ文化フォーラムin横浜と被災地のつながり 

拠点病院はどこ？誰に相談すればいい？薬が足りない・・・被災地におけるHIV/

AIDSについて、医師、保健師、HIV陽性者、NGOスタッフらが話します。 

全体テーマ： 

エイズの何を知っていますか？    

     ～変わる常識～        

入場無料・自由！！ 

[開催概要] 

主催：AIDS文化フォーラムin横浜組織委員会 共催：神奈川県  

後援：横浜市健康福祉局、川崎市、相模原市、横須賀市、藤沢市、横浜商工会議所エイズ問題対策懇談会、   

   神奈川県教育委員会、公益財団法人エイズ予防財団、ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 

事務局：AIDS文化フォーラムin横浜事務局（横浜YMCA） イラスト：佐藤睦、もたいひでのり 



URL http://www.yokohamaymca.org/AIDS 

10代の視点で考える～ 

学校の中のセクシュアル

マイノリティ 

かながわレインボーセンターSHIPが学

校や一般社会におけるセクシュアルマ

イノリティの扱われ方について、10代

高校生や大学生がディスカッション！ 

夜回り先生 講演会 
夜回り先生こと水谷修さんが、夜回

りを通して関わった薬物、リスト

カットやエイズといった様々な問題

について話します。 

（※このプログラムは事前申し込み

制。〆切7月22日） 

赤ちゃんが教えてくれた

HIV～妊娠時の検査で 

HIV感染がわかって～ 
HIV/AIDSは他人ごとと思っていたら・・

感染告知から受けいれ、伝え、子育てに奮

闘するまでを石田心さん（ペンネーム）が

主治医の岩室紳也医師と振り返ります。 

写真展・女性の命と健康 

～ガーナ・エイズ予防啓発

の現場から～ 
西アフリカのガーナ、エイズの影響や命が

けの出産といった困難な生活の中で、強

く、そして美しく生きる女性たちの姿を紹

介します。アフリカ各地を巡る写真家・東

海林美紀さんのトークも開催★ 

他にもたくさんのプログラムが予定されています！ 

最新のプログラムはフォーラムのホームページで確認してね！ 

AIDS文化フォーラム 検 索 

新聞で振り返る

HIV/AIDS 
1995年～2010年まで

の横浜AIDS市民活動セ

ンター所蔵新聞記事が年

代別展示。こんなことが

あったんだ・・と驚きが

たくさんです。 

ＡＩＤＳ文化フォーラムin横浜 

プログラムの一部を紹介します♪ 

学生と語ろう 

デートDV 
デートDVってなに

か？デートDV予防啓

発活動をするエンパ

ワメントかながわと

大学生がコラボ！ 



運営を支えてくれるサポートスタッフ（会場ボランティア）を大募集中です。 

事前のオリエンテーションでエイズの基礎知識を学べますし、実際の活動内容も

教えてくれますので、初めての方でも気軽に参加できます。 

期 間：２０１１年８月５日（金）・６日（土）・７日（日） 

場 所：かながわ県民センター 

内 容：会場準備、備品の移動、掲示物準備、アンケート配布・回収など 

事前オリエンテーション：①か②のとちらかに参加する必要があります。 

 ①７月２９日（金）19：00～ ②７月３０日（土）10：00～ 

申し込み：フォーラムホームページ(左ページに記載）からお申込みできます。 

     URL http://www.yokohamaymca.org/AIDS 

 

 

AIDS文化フォーラムはボランティアも募集中

活動しながら基礎知識も学べるよ♪ 

サポートスタッフ  

申し込み用QRコード 

申し込み・問い合わせ：AIDS文化フォーラムin横浜事務局（横浜YMCA） 高村・三宅 

TEL 045-662-3721 FAX 045-651-0169 E-mail abf@yokohamaymca.org  

第１９期ボランティア学校開講中♪ 

HIV・AIDSについて学びませんか？ 

AIDSネットワーク横浜が、第一線で活躍中の講師陣を招き、ボランティア学校が

開催中です。自分のために勉強したい！周囲にエイズのことをきちんと伝えたい！

そして出来れば社会に役立ちたい・・知識だけではなく、行動への一助となるよう

な講座です。有料(一日参加1,000円）・予約制(各回先着30名）です。 
 日 程：      

●２０１１年７月２３日（土） １２：３０～１７：００  

  『患者ニーズと実情』宮林優子（横浜市民病院感染症内科看護師）、 

  『女性のからだとクラミジア』今井一夫（今井ウィメンズクリニック所長） 

●２０１１年７月３０日（土） １２：３０～１７：００  

『HIV/AIDS患者の生活とソーシャルワーカーの役割』友田安政（横浜市大福祉継続看護相  

 談室）、『性感染症のＵｐｄａｔｅ in 横浜』尾上泰彦（宮本町中央診療所長） 

●２０１１年８月６日（土） １３：００～１５：０0 会場：かながわ県民センター 

  『HIVは人間性への挑戦 授業 高校「生物」からのアプローチ』堀尾吉晴（AIDSネット  

   ワーク横浜）※この講座のみ無料（AIDS文化フォーラムin横浜会場内のため） 

●２０１１年８月２０日（土） １０：３０～１７：００   

  『カウンセリング講座』小島賢一（荻窪病院血液科 臨床心理士） 

●２０１１年９月３日（土） １０：３０～１７：００  

『カウンセリング講座』小島賢一（荻窪病院血液か 臨床心理士） 

会 場：横浜AIDS市民活動センター（8月6日を除く） 

申し込み・問い合わせ： 特定非営利活動法人AIDSネットワーク横浜  

TEL 080-4058-7749 ＦＡＸ 045-201-8809 E-mail any@netpro.ne.jp 



◆２０１０年に国内で新たに確認された、HIV感染者は1075人、エイズ患者は469人で過去  

最多と、厚生労働省エイズ動向委員会が5月23日に発表しました。詳しくは、エイズ予防情報ネッ

トで調べられます。URL：http://api-net.jfap.or.jp/status/index.html 

◆横浜AIDS市民活動センターは『AIDS文化フォーラムin横浜』に出展します。センターの紹介と

パンフレットの配布の他、センターマスコットのコムちゃんも登場します！乞うご期待♪ 

 日 程：２０１１年８月５日（金）～７日（日）１０：００～１８：００ 

    （※最終日は１６：００まで） 

 会 場：かながわ県民センター展示場 

◆臨時休館・夏季休館のお知らせ 

 臨時休館 ２０１１年８月７日（日） 

 夏季休館 ２０１１年８月１３日（土）～１７日（月） 

◆夏の電力不足対策として、センターでも節電に取り組みながら、通常通り開館し

ております。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

★AAA( Act against AIDS)さんの２０１１年最新のポスターです。「HIVの現状」「感染ルート」

「検査」「世界の感染者状況」などをまとめた、見やすくてわかりやすい8枚セットです。学園祭、

講演会など多くの人に「AIDSのことを知って欲しい!」という場合にピッタリのパネルです。 

◇◆センターからのお知らせ◆◇ 

◆2011年最新の貸出パネル紹介～♪ 
横浜AIDS市民活動センターでは、HIV・AIDSの啓発に役立つパネルの貸出を行っています。学校の授

業や、学園祭、講演会などのイベントにご利用頂けます。貸出の対象は、原則、横浜市内の方に限りま

す。（ただし、パネルを利用するイベント等が、横浜市内であれば市外の方でも、貸出可能です。）イー

ゼル（パネル用三脚）も貸出しています。他のパネル一覧や、貸出方法についてはセンターホームペー

ジをご確認ください。URL http://www.yaaic.gr.jp/panel/13.html  
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